
3504      

電動自転車の製作                      
The production of the electric bicycle                 

  
 

EE 17 後藤修平 

４１  松野峻 

指導教員 鳥羽敏二 

 
⒈目的  
 

電動自転車の構造を学習し、電気エネルギーを

動力に変えることに対して理解を深めるとともに、

実際に電動自転車を製作することを考え設計して

いきます。 

本実験では、市販の電動自転車の構造を理解

し、それを元に電動自転車を製作する。 

 

⒉電動自転車について  

 

一般に、日本で電動自転車と言った場合は電動

アシスト付き自転車を想像するとおもいますが、そ

れはあくまで日本国内だけの話です。電動自転車

にはフル電動自転車と、電動アシスト自転車の二

種類があります。海外だと電動アシスト付き自転車

ではなく、フル電動自転車の事を言います。 

私たちは今回フル電動自転車の製作をおこな

いました。  

 

⒊フル電動自転車  

 

フル電動自転車は電動モベット、電動スクータ

ー、ペダル付き原動付き自転車などと呼ばれ、道

路交通法も原動付き自転車のものが適用されてい

ます。 

フル電動自転車は自動動力を用いて、人力を

補助、または動作する自転車で１９５２年に市販さ

れた。 

我々が製作した電動自転車は、フキ・プランニン

グ社の機構を用いて、後輪をチェーンで駆動する

タイプのものに時間の比率、つまりデューティー比

を調整して制御するＰＷＭ制御を用いました。 

時速２４ｋｍ／ｈ以上速度をだしてしまうと、電動動

力を０にしなければならないため、手動でＰＷＭの

制御を大きくし、制動する形をとります。 

 

 
デューティー比のイメージ 図．1 

⒌結果  

 

 
完成写真 図．2 

 

図のように、バッテリーはタンデムの上に設置し、

モーターはカセットスプロケットの適切な部分にギ

アヘッドをつけたモーターを取り付け、それをＰＷ

Ｍ制御回路を載せ制御します。 

空転させた状態では、２４Ｋｍ／ｈの速度がでま

すが、人が乗ってしまうと、モーターの性能の問題

で、人力を加えない状態で１０Ｋｍ／ｈ弱のしか速

度がでませんでした。 

 

まとめ 

 

今回の卒業研究で、いままで学んだことの無い

知識を得、製作前の仕組み学習で、よりいっそう理

解が深められたと考えております。 

モーターなどを改善し、今後の研究者により良

いものを製作していっていただきたいです。 
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